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●
日　

時　

 

10
月
20
日
（
金
）

●
集　

合   

７
時
30
分
、
品
川
駅

　

京
急
乗
換
口
（
集
合
時
間
は
ち

　

ょ
っ
と
早
い
の
で
す
が
、
猿
島

　

渡
船
時
間
と
の
関
係
で
す
。）

●
主
な
行
程　

品
川
発
特
急
→
横

　

浜
→
汐
入　

徒
歩
又
は
バ
ス
で

　

三
笠
公
園
へ
移
動
。

　

猿
島
渡
船
乗
船
９
時
30
分
（
こ

　

れ
に
遅
れ
る
と
大
変
）、
９
時
50

　
分
島
探
検
ツ
ア
ー
開
始
、
ツ
ア

　

ー
終
了
後
は
島
内
自
由
散
策
。

　

猿
島
帰
り
の
渡
船
11
時
45
分
、

　
『
ポ
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
』へ
移
動
、

　

磯
料
理
と
ビ
ー
ル
で
歓
談
。

　

そ
の
後
、記
念
艦
『
三
笠
』
見
学
、

キバナノヒガンバナ
（新宿御苑千駄ヶ谷門）

10.20
退
職
者
会
日
帰
り
親
睦
旅
行

　

今
年
の
親
睦
旅
行
は
、

『
よ
こ
す
か
満
喫
き
っ

ぷ
』
を
使
っ
た
猿
島
・

横
須
賀
日
帰
り
ツ
ア
ー
。

昨
年
行
っ
た
『
み
さ
き 

ま
ぐ
ろ 

満

喫
ツ
ア
ー
』
に
似
た
企
画
で
す
。

　

猿
島
は
、
東
京
湾
最
大
の
自
然

島
、
江
戸
末
期
に
台
場
が
建
設
さ

れ
、
明
治
期
に
要
塞
化
、
猿
島
砲

台
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、

要
塞
跡
な
ど
を
緑
が
覆
う
情
景
が
、

「
ま
る
で
、現
代
の
ラ
ピ
ュ
タ
」
と
、

若
い
女
性
た
ち
に
大
人
気
で
す
。

　

ラ
ン
チ
は
、
横
須
賀
『
ポ
ー
ト

マ
ー
ケ
ッ
ト
』
の
海
鮮
料
理
店
を

予
定
。
豪
華
ラ
ン
チ
＆
ビ
ー
ル
、

た
ま
ら
な
い
で
す
ね
。

　

時
間
的
に
余
裕
が
あ
れ
ば
日
露

戦
争
日
本
海
海
戦
の
旗
艦
『
三
笠
』

を
見
学
、
道
々
土
産
店
見
物
な
ど

も
し
な
が
ら
、
京
急
『
横
須
賀
中

央
駅
』
で
流
れ
解
散
を
予
定
。

　

そ
の
後
、
横
須
賀
名
物
『
ド
ブ

板
通
り
』
に
寄
る
も
よ
し
、
自
由

行
動
で
す
。
ご
家
族
や
友
人
も
お

誘
い
の
上
、
参
加
く
だ
さ
い
。

土
産
物
店
ま
わ
り
な

ど
も
楽
し
み
た
い
の

で
す
が
、
足
元
が
あ

や
し
く
な
っ
て
…
と

な
り
そ
う
で
す
ね
。

■
会
費
は
な
し
。『
よ

こ
す
か
満
喫
き
っ

ぷ
』を
各
自
で
購
入
、

『
猿
島
探
検
ツ
ア
ー
』

料
金
は
会
が
負
担
。

　

ま
あ
、
大
体
こ
ん

な
感
じ
の
場
当
た
り

ツ
ア
ー
で
す
。

猿
島
見
物
と
海
鮮
料
理
♪

大
ま
か
な
予
定
は
こ
ん
な
感
じ
♪
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秋
か
ら
来
春
の
行
事
を
検
討
中
で
す

　

日
々
拡
大
・
拡
散
す
る
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
・
ト
ラ
ブ
ル
に
加
え
、
自

民
党
秋
本
議
員
の
風
力
発
電
贈
収

賄
事
件
、
木
原
官
房
副
長
官
の
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
、
党
研
修
で
の
松
川

る
い
、
今
井
絵
里
子
議
員
ら
エ
ッ

フ
ェ
ル
塔
浮
か
れ
ポ
ー
ズ
事
件
、

野
村
農
水
相
の
「
汚
染
水
」
発
言

（
正
し
い
発
言
だ
が
）、
挙
げ
句
の

果
て
は
、
麻
生
副
総
裁
に
よ
る
台

湾
で
の「
戦
う
覚
悟
」発
言
。
普
通
、

こ
れ
だ
け
の
不
祥
事
が
揃
え
ば
政

権
は
ア
ウ
ト
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
岸
田
政
権
の
支
持

率
が
持
ち
直
す
傾
向
に
あ
り
、「
国

民
民
主
党
入
閣
」
と
い
う
永
田
町

情
報
も
チ
ラ
ホ
ラ
。
こ
の
国
の
政

治
は
一
体
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
。

　

９
月
22
日
の
退
職
者
会
学
習
会

は
、
絶
対
的
権
力
を
誇
っ
た
安
倍

が
で
き
な
か
っ
た
「
大
軍
拡
と
防

衛
費
激
増
」
な
ど
を
政
治
基
盤
の

学習交流会案内
○日　時　９月２２日（金）
　　　　　午後１時 15 分開会
○場　所　清掃会館地下ホール
○テーマ　「つくられた危機を現
　　　　　実にしてはならない〜
　　　　　国家観なき『砂上の楼
　　　　　閣』岸田政権
○講　師　染　裕之さん
　　　　（平和フォーラム副事務局長、
　　　　 元・東京清掃委員長）
　※懇親会は、実施しません。

「
つ
く
ら
れ
た
危
機
を
現
実
に

し
て
は
な
ら
な
い
」
を
テ
ー
マ
に

９・22
退
職
者
会
23
秋
の
学
習
交
流
会

政
権
は
本
来
ア
ウ
ト

染
講
師
の
話
し
を
じ
っ
く
り
聞
こ
う

　

秋
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、

▼
実
施
日
…
…
11
月
中
旬
の
予
定

▼
実
施
案
…
…
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

　

イ
ド
に
よ
る
谷
中
散
策

　

10
時
、
日
暮
里
駅
前
集
合
〜
２

　

時
間
程
度
散
策
〜
日
暮
里
に
戻

　

り
街
中
華
で
ラ
ン
チ
＆
ビ
ー
ル

▼
会　

費
…
…
２
千
円
程
度

▼
実
施
日
…
…
１
月
27
日
（
土
）

▼
実
施
案
…
…
例
年
同
様
、
飯
田

　

橋
で
開
催
の
予
定
。
新
し
い
会

　

場
探
し
も
目
処
が
立
ち
ま
し
た
。

　

勿
論
、「
お
楽
し
み
会
」
付
き
。

▼
会　

費
…
…
２
千
円
程
度

　
『
国
立
演
芸
場
』
が
建
替
え
に
よ

り
閉
鎖
に
な
り
ま
す
の
で
、
現
在
、

新
会
場
を
検
討
中
で
す
。

　

落
語
中
心
な
ら
新
宿
末
広
亭
、

上
野
鈴
本
演
芸
場
、浅
草
演
芸
ホ
ー

ル
、
池
袋
演
芸
場
が
候
補
。
視
点

を
変
え
て
大
衆
演
劇
（
例
え
ば
浅

草
木
馬
館
）
も
い
い
の
で
は
な
い

11
月
に
秋
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

か
と
検
討
し
て
い
ま
す
。
来
年
２

月
頃
の
開
催
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、「
東
京
〜
埼
玉
〜
千

葉
」
と
開
催
場
所
の
ロ
ー
リ
ン
グ

方
式
を
採
っ
て
き
ま
し
た
が
、
都

内
開
催
を
望
む
声
の
多
い
こ
と
が

判
り
ま
し
た
。
都
内
の
桜
の
名
所

は
ど
こ
も
混
む
た
め
、
シ
ー
ト
を

敷
い
て
の
花
見
は
難
し
い
の
で
、

「
と
あ
る
公
園
に
咲
く
サ
ク
ラ
を
愛

で
、
と
あ
る
処
で
ビ
ー
ル
」
と
い

う
方
式
も
含
め
て
検
討
中
で
す
。

１
月
27
日
に
新
春
の
集
い

弱
い
岸
田
政
権
が
な
ぜ

や
れ
た
の
か
な
ど
、
権
力

構
造
と
政
治
情
勢
を
分
析

し
、
こ
れ
か
ら
の
闘
い
に

何
が
必
要
か
考
え
ま
す
。

是
非
、
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
楽
し
み
に
し
て

い
た
「
懇
親
会
」
は
、
残

念
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
が
蔓

延
し
て
い
る
状

況
を
踏
ま
え
中

止
し
ま
す
。

演
芸
を
楽
し
む
会
は
２
月
頃

３
月
末
に
お
花
見
ウ
ォ
ー
ク

こんな感じで、毎月月初めに
機関紙等発送作業をやってます。
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全
世
代
へ
の
月
例
給
引
上
げ
は
一

定
評
価
す
る
が
、
引
上
げ
率
が
０
・

96
％
に
留
ま
り
、
物
価
高
騰
に
追

い
つ
か
な
い
こ
と
、
中
高
齢
層
へ

の
引
上
げ
が
不
十
分
な
こ
と
な
ど

は
不
満
。
来
年
成
案
予
定
の
給
与

制
度
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
関
し
、
全

世
代
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に

資
す
る
制
度
へ
取
組
み
を
進
め
る
」

等
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
勧
告
も
、
物
価
上
昇
に

追
い
つ
か
な
い
と
い
う
勧
告
制
度

の
矛
盾
を
一
層
明
白
に
し
ま
し
た
。

げ
分
が
期
末
手
当
に
も
配
分
さ

れ
た
こ
と
は
組
合
員
の
期
待
に

一
応
応
え
た
内
容
と
い
え
る
。

　

人
事
院
は
８
月
７
日
、
①
月
例

給
の
民
間
較
差
０
・
96
％
を
解
消

す
る
た
め
、
初
任
給
を
大
幅
に
引

上
げ
（
高
卒
１
万
２
千
円
）、
若
年

層
在
職
号
俸
の
改
善
を
重
点
に
改

定
率
を
逓
減
（
１
級
5.2
％
〜
５
級

以
上
0.3
％
）、②
ボ
ー
ナ
ス
を
０
・
１

月
引
上
げ
、
期
末
手
当
と
勤
勉
手

当
に
均
等
配
分
、
③
テ
レ
ワ
ー
ク

手
当
新
設
（
月
額
３
千
円
）、
④
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の
柔
軟
化
、
⑤

給
与
制
度
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
骨
格
案

等
の
勧
告
と
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

自
治
労
と
公
務
員
連
絡
会
は
、

「
昨
年
に
引
続
く
初
任
給
、月
例
給
、

一
時
金
引
上
げ
と
、
一
時
金
引
上

人事院
勧　告

初
任
給
大
幅
引
上
げ
等
勧
告

物
価
高
騰
に
追
い
つ
か
な
い
勧
告

東
京
清
掃
の
闘
い
を
応
援

▽
高
卒
初
任
給
１
万
２
千
円
引
上
げ

　

若
年
層
在
職
号
俸
を
重
点
に
改
定
率
逓
減

▽
ボ
ー
ナ
ス
は
０
・１
月
分
引
上
げ

　

引
上
げ
分
は
期
末
・
勤
勉
に
均
等
配
分

過
去
５
年
の
平
均
と
比
べ
10
倍
の

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
〜
人
事
院
自
画
自
賛

Ⅰ）給与に関する勧告・報告
＜月例給＞
○官民較差 3,869 円（0.96％）
○行政職俸給表 ( 一 )
＊初任給引上げ
　一般職高卒 12,000 円（7.8％）
＊若年層在職号俸を重点に置き、改
　定率を逓減
　1 級 5.2％、2 級 2.8％、3 級 1.0
　％、4 級 0.4％、5 級以上 0.3％
＜ボーナス＞
○民間事業所との差　0.09 月分
○支給割合の均衡を図るため
　0.10 月分引上げ→ 4.50 月分
＊引き上げ分は、民間の支給状況等
　を踏まえ、期末手当、勤勉手当に
　均衡配分（0.05 月分づつ）
＜手当新設＞
○テレワーク中心の働き方をする職
　員の光熱・水道費等負担軽減のた
　め、在宅勤務等手当新設
　月額 :3,000 円
Ⅱ）勤務時間に関する勧告
○フレックスタイム制活用の「勤務
　時間を割り振らない日」対象拡大
＊フレックスタイム制の活用により、
　勤務時間総量を維持した上で、週
　１日限度に勤務時間を割り振らな
　い日（ゼロ割振日）を設定可能に
　（育児介護等職員に認められている
　措置を一般職員に拡大するもの）
Ⅲ） 公務員人事管理に関する報告
○社会と公務の変化に応じた給与制
　度の整備（骨格案・24 年に成案）
＊人材確保を支える処遇実現
　初任給近辺の俸給月額引上げ、係
　長〜本庁課長補佐級俸給水準引上
　げ、勤勉手当成績率上限引上げなど
＊組織パフォーマンス向上策
　本府省課室長俸給体系を職責重視
　に見直し、管理職員の超勤手当支
　給拡大、地域手当大括り化など
＊多様なワークスタイル・ライフス
　タイル実現　扶養手当見直しなど 昨年の東京清掃賃金確定総決起集会

人事院勧告・報告の概要

　

東
京
清
掃
の
課
題
は
、
政
令
指

定
都
市
中
最
低
レ
ベ
ル
の
賃
金
水

準
の
引
上
げ
、
と
り
わ
け
、
現
業

賃
金
水
準
を
抜
本
的
に
改
善
す
る

こ
と
で
す
。
退
職
者
会
は
今
年
も

現
役
世
代
の
闘
い
を
応
援
し
ま
す
。
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清
掃
・
人
権
交
流
会
は
７
月
29

日
に
総
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
総

会
の
前
段
に
は
、
東
京
清
掃
主
催

の
『
人
権
啓
発
推
進
担
当
者
会
議
』

が
開
か
れ
、「
袴
田
事
件
」
の
学
習

を
行
な
い
ま
し
た
。

　

ゲ
ス
ト
講
師
に
映
画
監
督
の
金

聖
雄
さ
ん
を
お
招
き
し
、
映
画
や

テ
レ
ビ
で
発
信
し
て
き
た
映
像
に

最
新
の
状
況
を
加
え
て
35
分
に
ま

と
め
た
も
の
を
上
映
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
直
近
の
袴
田

さ
ん
の
様
子
や
再
審
無
罪
に
向
け

て
の
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
、
一
日
も
早
い

再
審
の
開
始
と
完
全
無
罪
判
決
を

勝
ち
取
ろ
う
と
、
確
認
し
ま
し
た
。

　

清
掃
・
人
権
交
流
会
の
総
会
で

ワ
ー
ク
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
は
12

月
に
杉
並
清
掃
工
場
と
ご
み
戦
争

資
料
館
の
見
学
、
直
近
の
５
月
に

は
100
年
前
の
関
東
大
震
災
の
時
に

起
こ
っ
た
「
福
田
村
事
件
」（
現
在

の
千
葉
県
野
田
市
）
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
予
定
と
し
て
、
前
に
も

行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
「
明

治
大
学
平
和
教
育
登
戸
研
究
所
資

料
館
」
や
「
多
摩
全
生
園
と
ハ
ン

セ
ン
病
資
料
館
」
見
学
な
ど
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
４
年
ぶ
り

に
９
月
12
・
13
日
に
は
「
芝
浦
と

場
見
学
・
交
流
会
」
が
実
現
し
ま

す
し
、
10
月
15
日
（
日
）
に
は
27

年
連
続
と
な
る
「
狭
山
現
地
調
査
」

も
行
な
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
さ
ら
に
活
発

に
行
な
い
、
平
和
と
人
権
、
差
別

の
撤
廃
に
向
け
て
運
動
を
前
進
さ

せ
て
い
こ
う
と
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
新
た
な
事
務
局
に
、
青
年

部
の
橋
本
さ
ん
（
本
部
青
年
部
執

行
委
員
）
が
加
入
し
て
く
れ
ま
し

た
。
若
い
世
代
へ
の
幅
広
い
発
信

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
押
田
五
郎
）

清
掃
・
人
権
交
流
会
第
25
回
総
会
を
実
施

〜
芝
浦
と
場
見
学
・
交
流
会
、
狭
山
現
地
調
査
、

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
計
画
〜
是
非
ご
参
加
を

は
、
経
過
報
告
な
ど

を
確
認
し
た
の
ち
、

活
動
方
針
、
予
算
、

役
員
体
制
を
満
場
一

致
で
確
認
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

よ
う
や
く
コ
ロ
ナ

禍
の
制
約
か
ら
い
つ

も
の
活
動
に
戻
り
つ

つ
あ
り
、
人
権
交
流

会
の
活
動
の
中
心
で

あ
る
フ
ィ
ー
ル
ド

主催者挨拶する
押田会長

袴田事件を話す　　
映画監督金聖雄さん

「
袴
田
事
件
」
の
学
習
会
実
施

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
平
常
に
戻
っ
て

今
年
も
い
ろ
ん
な
行
事
を
計
画

　

８
月
25
日
、
政
府
・
東
電
は
漁

業
者
な
ど
多
く
の
反
対
・
懸
念
を

押
し
切
り
、
福
島
原
発
「
汚
染
水
」

の
太
平
洋
放
出
を
始
め
ま
し
た
。

　
「
処
理
水
は
安
全
？
」「
薄
め
て

る
か
ら
大
丈
夫
？
」。
原
発
推
進
派

の
巣
窟
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
承
認
を
得
た
か

ら
「
科
学
的
」
だ
と
。
ト
ン
デ
モ

あ
り
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
に

は
取
り
切
れ
な
い
放
射
性
物
質
が

ゴ
ッ
ソ
リ
、
被
害
は
被
曝
総
量
に

規
定
さ
れ
る
か
ら
薄
め
っ
て
ダ
メ
。

　

中
国
の
批
判
を
政
治
的
と
決
め

つ
け
、
太
平
洋
の
国
々
の
反
対
意

見
を
無
視
。
英
独
等
が
「
汚
染
水
」

と
報
じ
て
い
る
事
実
も
隠
し
続
け

る
政
府
と
マ
ス
コ
ミ
合
作
の
手
口

は
、
ま
る
で
大
本
営
発
表
と
同
じ
。

　

30
年
で
廃
炉
は
100
％
無
理
、
100

年
は
か
か
る
で
し
ょ
う
。
地
下
水

等
流
入
の
遮
蔽
を
全
く
で
き
ず
、

汚
染
水
は
溜
ま
り
続
け
ま
す
。
ギ

ブ
ア
ッ
プ
し
石
棺
化
す
べ
き
で
す
。

　

海
洋
放
出
を
即
時
停
止
せ
よ
!!

地
球
規
模
の
汚
染
拡
大

汚
染
水
の
海
洋
放
出
は

断
じ
て
許
せ
な
い
！
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か
つ
て
総
評
が
提
携
し
た
文
化

人
団
体
を
継
承
す
る
『
市
民
文
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
』は
、毎
年
、「
８
・
１
５

集
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
４
年
ぶ
り
の
集
会

は
、
関
東
大
震
災
100
年
、「
朝
鮮
人

虐
殺
慰
霊
式
典
へ
の
追
悼
文
送
付

を
拒
否
」
し
た
ま
ま
の
小
池
都
知

事
の
歴
史
修
正
主
義
に
批
判
が
高

ま
る
中
、
開
か
れ
ま
し
た
。

　

集
会
テ
ー
マ
は
「
日
本
の
『
植

民
地
戦
争
』
責
任
と
戦
後
民
主
主

義
の
枯
死
」、
発
題
者
は
朝
鮮
近
現

代
史
研
究
者
、
法
政
大
学
教
員
愼

蒼
宇
（
し
ん 

ち
ゃ
ん 

う
）
さ
ん
、「
関

東
大
震
災
朝
鮮
人
虐
殺
と
日
本
官

民
の
植
民
地
戦
争
経
験
の
視
点
」

が
講
演
の
主
要
テ
ー
マ
で
し
た
。

　

関
東
大
震
災
で
の
朝
鮮
人
虐
殺

は
民
衆
が
行
っ
た
こ
と
が
特
徴
。

反
省
が
な
く
、
日
本
政
府
は
自
警

団
に
責
任
を
科
し
、
実
態
の
解
明

を
や
ろ
う
と
せ
ず
、
現
在
に
至
る
。

　

疑
問
は
、
①
な
ぜ
朝
鮮
人
暴
動

の
デ
マ
が
出
た
か
、
②
そ
れ
が
な

ぜ
即
虐
殺
に
つ
な
が
っ
た
の
か
。

　

植
民
地
化
で
朝
鮮
の
農
民
が
窮

乏
し
流
民
化
、
在
日
朝
鮮
人
増
加

を
背
景
に
、
吉
田
松
陰
の
論
説
に

　

蔑
視
だ
け
で
虐
殺
し
な
い
。「
殺

し
て
も
構
わ
な
い
」
と
い
う
合
意

は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
か
。

　

朝
鮮
植
民
地
戦
争
は
、
甲
午
農

民
戦
争
、
日
露
戦
争
時
の
抗
日
運

動
、
義
兵
戦
争
、
三
・
一
独
立
運
動
、

シ
ベ
リ
ア
戦
争
、
間
島
事
件
と
続

き
、
そ
の
都
度
大
量
虐
殺
が
発
生
。

　

民
族
運
動
＝
「
暴
徒
」
規
定
の

軍
事
行
動
が
治
安
維
持
と
し
て
行

わ
れ
、「
暴
徒
討
伐
」
は
、
虐
殺
に

よ
る
「
殲
滅
」
と
一
般
住
民
を
巻

き
込
む
「
連
座
」
の
論
理
が
貫
徹
。

「
責
任
あ
る
村
は
焼
き
払
い
、
民
は

撃
殺
す
へ
し
」（
兵
站
監
命
令
）。

　

間
島
虐
殺
の
３
年
後
に
、
関
東

大
震
災
、
朝
鮮
人
虐
殺
（
23
年
）。

　

当
時
の
陸
軍
首
脳
は
植
民
地
支

配
経
験
者
＝
独
立
運
動
敵
視
者
中

心
。
朝
鮮
半
島
で
デ
マ
・
謀
略
利

用
で
弾
圧
し
た
成
功
体
験
。
自
警

団
に
は
朝
鮮
半
島
で
虐
殺
を
経
験

し
た
在
郷
軍
人
が
多
く
、
デ
マ
に

即
応
し
て
「
殲
滅
」
を
実
戦
、
東

京
下
町
で
虐
殺
を
行
っ
た
騎
兵
連

隊
は
間
島
虐
殺
事
件
等
関
与
部
隊
。

　

関
東
大
震
災
で
「
殲
滅
」
と
「
連

座
」
が
起
き
た
の
は
、
こ
の
流
れ
。

　

日
本
は
欧
米
か
ら
の
批
判
を
意

識
し
「
正
当
防
衛
論
」
を
展
開
。

キ
リ
ス
ト
教
会
襲
撃
、
30
数
名
虐

殺
事
件
の
軍
法
会
議
は
「
油
断
し

て
い
た
ら
中
に
は
い
か
な
る
悪
者

が
い
る
か
も
し
れ
ぬ
」
と
「
や
む

な
き
発
砲
」
論
で
「
無
罪
」。
こ
の

論
法
の
「
無
反
省
」
が
、
朝
鮮
民

衆
へ
の
過
酷
な
迫
害
と
関
東
大
震

災
の
朝
鮮
人
虐
殺
に
つ
な
が
っ
た
。

　

日
本
政
府
の
謝
罪
・
補
償
・
真

相
究
明
・
責
任
者
処
罰
な
し
は
問

題
。「
植
民
地
」
支
配
自
体
に
対
す

る
責
任
は
普
遍
的
。「
植
民
地
」
支

配
の
過
程
で
行
わ
れ
た
「
人
道
に

対
す
る
罪
」
は
「
植
民
地
犯
罪
」
だ
。

　
「
植
民
地
戦
争
」
を
送
り
出
し
た

「
銃
後
社
会
」
に
も
責
任
が
あ
る
。

関
東
大
震
災
の
虐
殺
は
朝
鮮
で
の

植
民
地
支
配
の
責
任
を
問
う
機
会

に
な
る
。
国
家
責
任
は
勿
論
、
民

衆
責
任
も
問
わ
れ
る
べ
き
だ
。

日本の「植民地戦争」
責任と戦後民主
主義の枯死

始
ま
る
自
由
民
権
派

征
韓
論
等
が
庶
民
の

朝
鮮
蔑
視
感
を
醸
成
。

日
露
戦
争
期
「
朝
鮮

は
野
蛮
な
落
伍
社
会
」

の
認
識
が
一
般
化
。

関
東
大
震
災
時
の
朝
鮮
人
虐
殺
は
ど
う
し
て
起
き
た
の
か
？

蔑
視
だ
け
で
人
を
殺
さ
な
い
。
朝
鮮
支
配
態
勢
が
招
い
た
も
の

発題者の愼蒼宇さん

な
ぜ
大
虐
殺
が
起
き
た
の
か

朝
鮮
植
民
地
化
で
蔑
視
意
識

民
族
運
動
弾
圧
で
大
量
虐
殺

大
震
災
時
、
虐
殺
必
然
の
流
れ

「
正
当
防
衛
論
」
が
無
反
省
の
根

民
衆
責
任
も
問
わ
れ
る
べ
き
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敗
戦
か
ら
78
年
、
今
年
も
８
月

15
日
に
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
主
催
の

『
戦
争
犠
牲
者
追
悼
、
平
和
を
誓
う

８
・
15
集
会
』
が
、
千
鳥
ヶ
淵
戦

没
者
墓
苑
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

改
め
て
、
戦
争
す
る
国
へ
の
道

　
　

阻
止
の
闘
い
強
化
を
誓
う

　

正
午
に
黙
祷
。
主
催
者
、
来
賓

者
の
「
誓
い
の
こ
と
ば
」
を
、
勝

島
一
博
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
共
同
代

表
、
立
憲
民
主
党
近
藤
昭
一
衆
院

議
員
、
社
民
党
大
椿
ゆ
う
子
参
院

議
員
、
立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム
副
代
表

阿
部
知
子
衆
院
議
員
、
戦
争
さ
せ

な
い
千
人
委
員
会
事
務
局
長
内
田

雅
敏
弁
護
士
が
贈
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
参
加
者
が
献
花
し
ま
し
た
。

　

連
合
国
側
「
対
日
戦
勝
の
日
」
は

　

ミ
ズ
ー
リ
調
印
式
の
９
月
２
日

　

日
本
で
は
８
月
15
日
を
「
終
戦

の
日
」と
し
て
い
ま
す
。天
皇
が「
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
」
を
ラ
ジ
オ
放

送
し
た
日
で
す
。
世
界
的
に
８
月

15
日
を
「
対
日
戦
勝
の
日
」
と
し

て
い
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
朝
鮮

半
島
２
国
だ
け
、
多
く
は
「
連
合

国
と
日
本
が
休
戦
協
定
締
結
し
た

ミ
ズ
ー
リ
号
調
印
式
」
の
９
月
２

日
（
米
、仏
、豪
、蘭
等
）、ソ
連
（
現

ロ
シ
ア
）・
中
国
は
戦
勝
記
念
式
典

を
行
っ
た
９
月
３
日
と
し
て
い
ま

す
。
確
か
に
９
月
２
日
の
方
が
国

際
法
的
に
も
論
理
性
が
あ
り
ま
す
。

　

８
月
15
日
を
「
敗
戦
の
日
」
と

せ
ず
、「
終
戦
の
日
」
と
す
る
マ
ヤ

カ
シ
の
論
法
も
、
天
皇
の
戦
争
責

任
を
き
ち
ん
と
追
求
し
な
か
っ
た

問
題
性
の
現
れ
で
す
。

　
『
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
』
の
野
平
晋
作

さ
ん
は
、
日
米
韓
首
脳
会
談
に
つ

い
て
、「
韓
国
の
ユ
ン
大
統
領
は
韓

日
関
係
改
善
を
強
調
す
る
が
、
朝

鮮
半
島
の
戦
争
犠
牲
者
を
切
捨
て

る
も
の
」
と
批
判
、「
今
年
は
関
東

大
震
災
か
ら
100
年
。
朝
鮮
人
・
中

国
人
虐
殺
の
事
実
に
向
き
合
お
う

と
し
な
い
政
府
や
東
京
都
等
の
自

治
体
へ
の
抗
議
の
意
を
込
め
て
、

９
月
２
日
に
国
会
キ
ャ
ン
ド
ル
行

動
を
行
う
。
い
の
ち
と
人
権
を
大

事
に
す
る
社
会
に
し
て
い
こ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。

戦
争
犠
牲
者
追
悼
、
平
和
を
誓
う
８
・
15
集
会

「
新
た
な
戦
前
」
に
し
な
い
た
め
に

止
め
よ
う
！
南
西
諸
島
の
軍
事
基
地
強
化

　

連
日
続
く
異
常
な
猛
暑
の
中
、

８
月
の
総
が
か
り
19
日
行
動
が
国

会
議
員
会
館
前
で
開
か
れ
、
南
西

諸
島
の
軍
事
基
地
強
化
や
関
東
大

震
災
朝
鮮
人
・
中
国
人
虐
殺
、
福

島
原
発
汚
染
水
海
洋
投
棄
の
問
題

点
な
ど
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

７
月
の
19
日
行
動
か
ら
、
東
京

清
掃
は
「
闘
争
指
令
」
を
発
し
て

取
組
み
、
こ
の
日
も
若
い
組
合
員

が
多
数
参
加
し
ま
し
た
。

　

南
西
諸
島
で
米
日
軍
事
協
力
が

　

強
化
、
島
を
捨
て
る
準
備
も

　
『
ミ
サ
イ
ル
い
ら
な
い
宮
古
島
住

民
連
絡
会
』
の
清
水
早
子
さ
ん
は
、

「
南
西
諸
島
で
は
爆
破
実
験
や
、
輸

血
血
液
の
米
軍
・
自
衛
隊
共
有
、

遺
体
の
収
容
訓
練
が
行
わ
れ
る
な

ど
日
米
の
軍
事
協
力
が
進
ん
で
い

る
。
し
か
も
、
南
西
諸
島
を
捨
て

る
た
め
の
準
備
が
具
体
化
、
島
民

を
宮
古
島
経
由
で
九
州
へ
運
ぶ
計

画
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
宮
古
島

に
450
機
の
飛
行
機
を
投
入
す
れ
ば

可
能
と
さ
れ
て
い
る
。
島
に
は
戦

争
と
向
き
合
う
日
常
が
あ
る
」
と

切
実
な
実
態
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

関
東
大
震
災
朝
鮮
人
等
虐
殺
の

　

事
実
に
向
合
い
人
権
を
大
事
に


